
事務事業名

保健福祉部子育て支援課

計：

改善方向性決算額
シート№

コスト 成果1,683,080

（単位：千円）

事務事業評価一覧（課別）

令和5年度

↑→3,5792488 保育料徴収事務 623-01

→→85,6452489 子育て支援センター管理運営事業 321-01

→→45,4742491 ファミリーサポートセンター運営事業 322-01

↑→721,3702493 放課後児童健全育成事業 322-02

→→21,5972494 子育て一時預かり支援事業 322-03

↑↑409,2102495 子ども医療費助成事業 323-01

→→19,2462496 養育医療費給付事業 323-02

→→1152498 子育て支援日常生活用具給付事業 323-03

→↓2012501 母子寡婦福祉協議会運営支援事業 323-04

↑→71,1852502 ひとり親家庭医療費助成事業 323-05

↑→1002503 ひとり親家庭自立支援教育訓練給付事業 323-06

↑→9,6442505 ひとり親家庭高等職業訓練促進給付事業 323-07

↑→25,1672506 一時預かり事業 322-04

→→18,4992507 延長保育促進事業 322-05

↑↑25,8412509 障害児保育支援事業 322-06

××9142510 認可外保育施設支援事業 322-07

→→41,5242511 病児・病後児保育事業 322-08

↑→65,0882512 一時預かり事業（幼稚園型） 322-09

→→53,1302578 子育てのための施設等利用給付事業 323-08

→↓41,2402656 こども館管理運営事業 322-10

↑↑14,5832674 医療的ケア児保育支援事業 322-11

××1,5502685 子育て環境改修等事業 322-12

→→8,1782711 保育所等におけるＩＣＴ化推進事業 322-13



（２）令和6年度以降の改革改善内容（取り組むべき課題）（１）今後の事務事業の方向性

目
的

妥
当
性

この事業を市が行う必要があるか？ 税金を投入して達成する目的か

廃止・休止の影響はあるか

この事業の目的は、基本事業の目的、取組方針に結びついているか

R6（見込）R5（見込）R4（実績）

６．評価結果＜ (Action-PLAN) ＞

３．事業費推移 ４．令和5年度の実績・成果

５．振返り＜SEE (check) ＞

***

***

***

向上する余地はある

影響がある

実施すべき又は実施しなければならない事業

結びついている

0

督促・催告の確実な通知を行うとともに、納入意識の希薄な債務者に対する臨戸訪問徴収の強化や分納履行の徹底など粘り
強い納付指導を行い、新たな滞納者の発生防止に努める。また、財産調査、差押え等、徴収方法について検討し徴収率向上
を図る。

17182621%過年度収納率保育料を納めてもらう

250,000260,8402,000,000628,740円現年度未納額保育料を納めてもらう

23247042件現年度未納件数保育料を納めてもらう

0000

000

300127300104人保護者数市内在住の保育所入所児童の保護者（納
付義務者）

２．事務事業の事業概要・目的・指標＜Do＞

保育園を利用している保護者に保育料を納めてもらうための事務。未納がある場合には、督促状を発行し、納付が確認されない場合は、催告や財産調査等を行う。なお、特
別な事情があれば、申請により減免及び階層区分変更を行う。

①　事業（成果）の方向性

②　コスト（予算）の方向性

　対象(誰に、何を対象にしているのか) 対象指標(対象の大きさを表す指標)

意図(対象をどうしたいのか) 成果指標(意図の達成度を表す指標)

ア

イ

ウ

ア

イ

ウ

事務事業のやり方（DX・外部委託等）を工夫することで、業務時間を削減できないか

事務事業の手段を工夫することで、事業費を削減できないか

補助金など、交付先に働きかけて市の負担を削減できないか

成果が向上する余地（可能性）はあるか

事務事業の内容が一部の受益者に偏っていないか

また、受益者負担の公平性が確保されているか

有効性

効
率
性

公平性

R6（予算）R5（決算）R4（決算）

③

②

①

⑥

⑤

④

⑦

単位

単位

事業期間
昭和23年度～

根拠法令

条例等

児童福祉法（第５６条第３項）

１．基本情報

所属 子育て支援課

2488 － 保育料徴収事務

6．しんらい（信頼される行政経営によるまちづくり）

2．持続可能な行財政運営の推進

3．適正・公平な課税・収納

①資料・情報等を積極的に収集し、課税対象を正確に把握することで、適正で公平な課
 税に努めます。

②電子納付の導入などにより、納税しやすい環境整備に努めます。
③滞納発生後は、早期自主納付を促しつつ、必要に応じて法的措置を講じ、滞納防止と
負担公平性の確保に努めます。

①市税
②③納付義務者

 ①適正で公平な課税がなされる
②③期限内に納付してもらう

対象（誰・何を） 意図（どうしたいか）

01 一般会計

03 民生費

02 児童福祉費

01 児童福祉総務費

会計

款

項

目

予

算

科

目

関連計画

↑
拡充

→
維持

令和5年度　事務事業評価シート 623-01

特になし

R5（実績）

R6（目標）R5（目標）R4（実績） R5（実績）

財
源
内
訳

事業費(千円) 2453,5793,174

一般財源

その他

地方債

県支出金

国庫支出金

2063,5433,136

393638

000

000

000

【実績】
・督促、催告通知の送付（160件）、口座振込件数（49件）、新規口座振込件数（20件）　　　　
・徴収専門員（2名）を雇用し、臨戸訪問（528件）の強化・分納履行の徹底
【成果】
納税しやすい環境づくりとしてコンビニや市民サービスセンターでの収納の実施や、窓口での納
付相談、徹底した臨戸訪問により、概ね計画的な納付が履行された。
①現年度分の徴収状況（令和5年度分）
　調定額　　　　　　　収入額　　　　　　 収入未済額　　　徴収率　
　41,245,180円　　　40,984,340円　 　 260,840円　　　　　99.37％
②過年度分の徴収状況（令和4年度以前分）
　調定額　　　　　　　収入額　　　　　　 収入未済額　　　徴収率
　13,531,220円　　　 2,422,450円　　　2,176,560円　　　17.90％
③不納欠損額　　　8,932,210円

事務事業名

政策名

施策名

基本事業名

基本事業の

内容

(総合計画より)

基本事業の

対象・意図



（２）令和6年度以降の改革改善内容（取り組むべき課題）（１）今後の事務事業の方向性

目
的

妥
当
性

この事業を市が行う必要があるか？ 税金を投入して達成する目的か

廃止・休止の影響はあるか

この事業の目的は、基本事業の目的、取組方針に結びついているか

R6（見込）R5（見込）R4（実績）

６．評価結果＜ (Action-PLAN) ＞

３．事業費推移 ４．令和5年度の実績・成果

５．振返り＜SEE (check) ＞

公平・公正である

削減できない

削減できない

向上する余地はない

影響がある

市が実施することは妥当である

結びついている

0

こどもセンターが核となり、引き続き市内他9箇所の地域子育て支援センターと連携を図り、利用者の増加に努める。また、全
体会において子育て支援のあり方などの情報交換を行い、運営の充実や支援員の資質向上に努める。
令和６年度より発足となる「市こども家庭センター」とも連携を行い、子育て親子の支援に努める。

2,5001,9882,0002,116日ジュニアシート利用日数（延べ）チャイルドシート等利用者

14,00014,61015,00012,761日チャイルドシート利用日数（延べ）チャイルドシート等利用者

42,00046,01540,00040,246人利用者数子育て家庭が抱える子育てに関する悩み
や不安を解消する

0000

000

7,3946,0307,6157,383人小学校就学前の乳幼児数小学校就学前の乳幼児の保護者

２．事務事業の事業概要・目的・指標＜Do＞

子育ての負担感等の緩和を図り、安心して子育て・子育ちができる環境を整備するため、子育て親子の交流の場の提供と交流の促進、子育て等に関する相談・援助の実施、
 地域の子育て関連情報の提供、子育て及び子育て支援に関する講習等を市内１０箇所の地域子育て支援拠点にて実施する。また、子育て支援と児童の安全確保を図るた

め、子育て支援活動の一環として、本事業の中でチャイルドシートの貸出事業を行う。

①　事業（成果）の方向性

②　コスト（予算）の方向性

　対象(誰に、何を対象にしているのか) 対象指標(対象の大きさを表す指標)

意図(対象をどうしたいのか) 成果指標(意図の達成度を表す指標)

ア

イ

ウ

ア

イ

ウ

事務事業のやり方（DX・外部委託等）を工夫することで、業務時間を削減できないか

事務事業の手段を工夫することで、事業費を削減できないか

補助金など、交付先に働きかけて市の負担を削減できないか

成果が向上する余地（可能性）はあるか

事務事業の内容が一部の受益者に偏っていないか

また、受益者負担の公平性が確保されているか

有効性

効
率
性

公平性

R6（予算）R5（決算）R4（決算）

③

②

①

⑥

⑤

④

⑦

単位

単位

事業期間
平成６年度～

根拠法令

条例等

地域子育て支援拠点事業実施要綱等

１．基本情報

所属 子育て支援課

2489 － 子育て支援センター管理運営事業

3．やさしさ（誰もが支えあいながら生き生きと暮らせるまちづくり）

2．安心して子どもを産み育てられる環境の充実

1．妊娠期から乳幼児期までの切れ目のない支援の充実

①安心して妊娠・出産や子育てができるよう、妊婦や乳幼児を対象とした健康診査・健康
 相談・訪問指導、産後ケアなどの支援体制の充実を図ります。

②市こどもセンターを核に、各地区の子育て支援センターと連携し、子育てに関する相談
や情報提供、各種イベントの実施など支援体制の充実を図ります。

 ①②妊婦・乳幼児期までの子育て世帯  ①②安心して妊娠・出産できる
①②安心して子育てができる

対象（誰・何を） 意図（どうしたいか）

01 一般会計

03 民生費

02 児童福祉費

02 子育て支援推進費

会計

款

項

目

予

算

科

目

関連計画

→
維持

→
維持

令和5年度　事務事業評価シート 321-01

特になし

R5（実績）

R6（目標）R5（目標）R4（実績） R5（実績）

財
源
内
訳

事業費(千円) 88,29285,64586,689

一般財源

その他

地方債

県支出金

国庫支出金

29,13925,95326,915

323310350

000

29,41528,78929,338

29,41530,59330,086

(実績)こどもセンターを核として市内の各施設が連携を図りながら子育て支援を進めていくため
に、各支援センターと全体会を２回開催をした。
　市内の地域子育て支援センター(地域子育て支援拠点事業)の利用者は、46,015人で前年度よ
り5,769人増であった。
(成果)子育て親子の交流の場の提供と交流の促進、子育て等に関する相談や援助、講習、地域
の子育て関連情報の提供を行い、子育ての負担感等の緩和を図ることで、安心して子育て、子
育ちができる環境の整備につながった。
　なお、令和５年度当初は新型コロナウイルス感染症の感染防止のため、サロン等の人数制限を
行いながら実施したが、５月の感染症法上の取扱いの変更に伴い、入室利用制限を緩和したこと
により、利用者も増えてきている。

事務事業名

政策名

施策名

基本事業名

基本事業の

内容

(総合計画より)

基本事業の

対象・意図



（２）令和6年度以降の改革改善内容（取り組むべき課題）（１）今後の事務事業の方向性

目
的

妥
当
性

この事業を市が行う必要があるか？ 税金を投入して達成する目的か

廃止・休止の影響はあるか

この事業の目的は、基本事業の目的、取組方針に結びついているか

R6（見込）R5（見込）R4（実績）

６．評価結果＜ (Action-PLAN) ＞

３．事業費推移 ４．令和5年度の実績・成果

５．振返り＜SEE (check) ＞

公平・公正である

削減できない

削減できない

向上する余地はない

影響がある

市が実施することは妥当である

結びついている

7,148

会員登録者増のため、パンフレットを市広報や各総合支所、各地域子育て支援センター等へお願いし、事業の周知と会員数
の増加に努める。
また、交付金の対象ではない自主財源での妊産婦等への新しいサービスへの取組みの可否も検討をしていく。

0000

0000

400395400453人利用者数（延べ）安心して子育てができる

0000

7,2787,4207,276人小学校児童数利用可能な児童

7,3946,0307,6157,383人小学校就学前の乳幼児数利用可能な乳幼児

２．事務事業の事業概要・目的・指標＜Do＞

育児の手助けを受けたい方（依頼会員）と育児の援助が出来る方（提供会員）からなる会員相互の子育ての支援(預りや送迎)活動のサポートを行う。預りの際の育児は、提供
 会員の自宅等が原則であり、事業者は、依頼会員からの育児内容にあう提供会員の仲介、会員に対する相談及び会員の募集等を行う。・料金は平日７時から１９時は１時間

600円、土・日・祝日と左記以外の時間は、１時間700円。

①　事業（成果）の方向性

②　コスト（予算）の方向性

　対象(誰に、何を対象にしているのか) 対象指標(対象の大きさを表す指標)

意図(対象をどうしたいのか) 成果指標(意図の達成度を表す指標)

ア

イ

ウ

ア

イ

ウ

事務事業のやり方（DX・外部委託等）を工夫することで、業務時間を削減できないか

事務事業の手段を工夫することで、事業費を削減できないか

補助金など、交付先に働きかけて市の負担を削減できないか

成果が向上する余地（可能性）はあるか

事務事業の内容が一部の受益者に偏っていないか

また、受益者負担の公平性が確保されているか

有効性

効
率
性

公平性

R6（予算）R5（決算）R4（決算）

③

②

①

⑥

⑤

④

⑦

単位

単位

事業期間
平成22年度～

根拠法令

条例等

子育て援助活動支援事業（ファミリー・サ
ポート・センター事業）実施要綱等

１．基本情報

所属 子育て支援課

2491 － ファミリーサポートセンター運営事業

3．やさしさ（誰もが支えあいながら生き生きと暮らせるまちづくり）

2．安心して子どもを産み育てられる環境の充実

2．多様なニーズに応じた子育て環境の充実

①子育て世帯の様々な保育ニーズに応えるため、保育所等と連携し、一時預かり、延長
 保育、病児・病後児保育、医療的ケア児保育など保育サービスの充実に努めます。

②放課後児童クラブや各地区の子育て支援センター等と連携し、地域全体で子育てを支
援する環境づくりを推進します。

①②子育て支援を必要とする子育て世帯  ①②必要な保育サービスが受けられる
①②地域で子育て支援が受けられる

対象（誰・何を） 意図（どうしたいか）

01 一般会計

03 民生費

02 児童福祉費

02 子育て支援推進費

会計

款

項

目

予

算

科

目

関連計画

→
維持

→
維持

令和5年度　事務事業評価シート 322-01

特になし

R5（実績）

R6（目標）R5（目標）R4（実績） R5（実績）

財
源
内
訳

事業費(千円) 45,11045,47445,252

一般財源

その他

地方債

県支出金

国庫支出金

43,21443,58043,085

000

000

9489471,040

9489471,127

依頼会員167人の方が、施設等への送迎や仕事の際の預り等で395件の利用をされ、子育てに
関する悩みや不安を解消することができた。（提供会員の67人が活動をされた。）
相互援助活動の件数は、前年度より58件減少している。
会員登録者は、前年度より11人減少している。
このような中でも、子育てをする人が仕事と育児を両立し、安心して働くことのできる環境を提供
することにより、子育て支援機能強化につながった。

事務事業名

政策名

施策名

基本事業名

基本事業の

内容

(総合計画より)

基本事業の

対象・意図



（２）令和6年度以降の改革改善内容（取り組むべき課題）（１）今後の事務事業の方向性

目
的

妥
当
性

この事業を市が行う必要があるか？ 税金を投入して達成する目的か

廃止・休止の影響はあるか

この事業の目的は、基本事業の目的、取組方針に結びついているか

R6（見込）R5（見込）R4（実績）

６．評価結果＜ (Action-PLAN) ＞

３．事業費推移 ４．令和5年度の実績・成果

５．振返り＜SEE (check) ＞

***

***

***

向上する余地はある

影響がある

実施すべき又は実施しなければならない事業

結びついている

0

引き続き受け入れ態勢の強化を図るとともに、第２期子ども・子育て支援事業計画に沿った受け皿の確保を計画的に実施す
る。

0000

0000

2,6852,4542,5992,171人児童クラブへ入所した児童数放課後に適切な遊び及び生活の場が確
保される

0000

000

7,5007,2787,5007,372人小学校１～６年生の児童数市内の小学校の児童

２．事務事業の事業概要・目的・指標＜Do＞

小学生のうち、その保護者が労働等により昼間家庭にいない者に対して、放課後等における適切な遊び及び生活の場を提供し、児童の健全な育成を図るとともに、保護者が
安心して働ける環境づくりを推進する。

①　事業（成果）の方向性

②　コスト（予算）の方向性

　対象(誰に、何を対象にしているのか) 対象指標(対象の大きさを表す指標)

意図(対象をどうしたいのか) 成果指標(意図の達成度を表す指標)

ア

イ

ウ

ア

イ

ウ

事務事業のやり方（DX・外部委託等）を工夫することで、業務時間を削減できないか

事務事業の手段を工夫することで、事業費を削減できないか

補助金など、交付先に働きかけて市の負担を削減できないか

成果が向上する余地（可能性）はあるか

事務事業の内容が一部の受益者に偏っていないか

また、受益者負担の公平性が確保されているか

有効性

効
率
性

公平性

R6（予算）R5（決算）R4（決算）

③

②

①

⑥

⑤

④

⑦

単位

単位

事業期間
平成17年度～

根拠法令

条例等

児童福祉法第6条の3第2項・児童福祉法施
行令第1条

１．基本情報

所属 子育て支援課

2493 － 放課後児童健全育成事業

3．やさしさ（誰もが支えあいながら生き生きと暮らせるまちづくり）

2．安心して子どもを産み育てられる環境の充実

2．多様なニーズに応じた子育て環境の充実

①子育て世帯の様々な保育ニーズに応えるため、保育所等と連携し、一時預かり、延長
 保育、病児・病後児保育、医療的ケア児保育など保育サービスの充実に努めます。

②放課後児童クラブや各地区の子育て支援センター等と連携し、地域全体で子育てを支
援する環境づくりを推進します。

①②子育て支援を必要とする子育て世帯  ①②必要な保育サービスが受けられる
①②地域で子育て支援が受けられる

対象（誰・何を） 意図（どうしたいか）

01 一般会計

03 民生費

02 児童福祉費

02 子育て支援推進費

会計

款

項

目

予

算

科

目

関連計画

↑
拡充

→
維持

令和5年度　事務事業評価シート 322-02

霧島市子ども・子育て支援事業計画

R5（実績）

R6（目標）R5（目標）R4（実績） R5（実績）

財
源
内
訳

事業費(千円) 786,638721,370732,459

一般財源

その他

地方債

県支出金

国庫支出金

260,034240,340232,763

9,6187,4249,500

000

258,493236,427236,222

258,493237,179253,974

運営費補助団体数：55団体
補助額：711,687,400円
通常の運営費補助に加え、新型コロナウイルス感染予防対策に必要な物品等について補助を実
施した。

事務事業名

政策名

施策名

基本事業名

基本事業の

内容

(総合計画より)

基本事業の

対象・意図



（２）令和6年度以降の改革改善内容（取り組むべき課題）（１）今後の事務事業の方向性

目
的

妥
当
性

この事業を市が行う必要があるか？ 税金を投入して達成する目的か

廃止・休止の影響はあるか

この事業の目的は、基本事業の目的、取組方針に結びついているか

R6（見込）R5（見込）R4（実績）

６．評価結果＜ (Action-PLAN) ＞

３．事業費推移 ４．令和5年度の実績・成果

５．振返り＜SEE (check) ＞

公平・公正である

削減できない

削減できない

向上する余地はない

影響がある

実施すべき又は実施しなければならない事業

結びついている

0

広報誌やホームページを活用し周知を図り、利用者の増加に努める。
　1歳から小学3年生までの年齢を預かるため、多様な保育のニーズに対応できるよう研修会に参加するなど、安心して子育
てができる環境を整備する。

0000

0000

6,0005,2987,0004,930人一時預かり利用者数（ＮＰＯ分）一時的に保育を受けられる

0000

000

400313500310人一時預かり登録者（ＮＰＯ分）子育てをしている世帯

２．事務事業の事業概要・目的・指標＜Do＞

子育て中の保護者が買物や趣味のサークルに参加するため、仕事、または傷病、入院、災害、事故、育児不安等の解消のため、緊急・一時的に保育が必要となる児童を保
 育する。【利用について】利用登録料1,000円、利用時1人あたり1時間300円、利用時間は９時～１９時、１歳～小学校３年生までが対象である。

①　事業（成果）の方向性

②　コスト（予算）の方向性

　対象(誰に、何を対象にしているのか) 対象指標(対象の大きさを表す指標)

意図(対象をどうしたいのか) 成果指標(意図の達成度を表す指標)

ア

イ

ウ

ア

イ

ウ

事務事業のやり方（DX・外部委託等）を工夫することで、業務時間を削減できないか

事務事業の手段を工夫することで、事業費を削減できないか

補助金など、交付先に働きかけて市の負担を削減できないか

成果が向上する余地（可能性）はあるか

事務事業の内容が一部の受益者に偏っていないか

また、受益者負担の公平性が確保されているか

有効性

効
率
性

公平性

R6（予算）R5（決算）R4（決算）

③

②

①

⑥

⑤

④

⑦

単位

単位

事業期間
平成22年度～

根拠法令

条例等

一時預かり事業実施要綱、霧島市補助金等
の種類及び補助率に関する要綱

１．基本情報

所属 子育て支援課

2494 － 子育て一時預かり支援事業

3．やさしさ（誰もが支えあいながら生き生きと暮らせるまちづくり）

2．安心して子どもを産み育てられる環境の充実

2．多様なニーズに応じた子育て環境の充実

①子育て世帯の様々な保育ニーズに応えるため、保育所等と連携し、一時預かり、延長
 保育、病児・病後児保育、医療的ケア児保育など保育サービスの充実に努めます。

②放課後児童クラブや各地区の子育て支援センター等と連携し、地域全体で子育てを支
援する環境づくりを推進します。

①②子育て支援を必要とする子育て世帯  ①②必要な保育サービスが受けられる
①②地域で子育て支援が受けられる

対象（誰・何を） 意図（どうしたいか）

01 一般会計

03 民生費

02 児童福祉費

02 子育て支援推進費

会計

款

項

目

予

算

科

目

関連計画

→
維持

→
維持

令和5年度　事務事業評価シート 322-03

特になし

R5（実績）

R6（目標）R5（目標）R4（実績） R5（実績）

財
源
内
訳

事業費(千円) 21,97121,59721,685

一般財源

その他

地方債

県支出金

国庫支出金

11,43911,06510,948

000

000

5,2665,2665,323

5,2665,2665,414

子育て中の親が、仕事やリフレッシュ等のために緊急・一時的に保育が必要になった子どもを
5,298人預かった。
利用者は、前年度より368人増加した。就労者の保育の場として活用されており、働き方を支える
子育て家庭や育児疲れ等のリフレッシュなど多様なニーズに対応する事業として定着してきてい
る。
また、利便性の良い市街地で事業を展開しているため、市街地の活性化にも寄与している。

事務事業名

政策名

施策名

基本事業名

基本事業の

内容

(総合計画より)

基本事業の

対象・意図



（２）令和6年度以降の改革改善内容（取り組むべき課題）（１）今後の事務事業の方向性

目
的

妥
当
性

この事業を市が行う必要があるか？ 税金を投入して達成する目的か

廃止・休止の影響はあるか

この事業の目的は、基本事業の目的、取組方針に結びついているか

R6（見込）R5（見込）R4（実績）

６．評価結果＜ (Action-PLAN) ＞

３．事業費推移 ４．令和5年度の実績・成果

５．振返り＜SEE (check) ＞

***

***

***

向上する余地はある

影響がある

実施すべき又は実施しなければならない事業

結びついている

10,000

引き続き適切な助成に努め、現物給付方式への移行作業を迅速に行い早めに施行できるよう行動する。

0000

185,000184,229155,000154,639件支給件数経済的負担が軽減される

220,000219,374210,000210,081件受診件数疾病が早期に発見される

0000

9,81110,00010,518世帯15歳まで（非課税世帯は18歳まで）の子ども
のいる世帯数

子どもの医療費助成対象者の保護者

17,00017,22117,00017,674人15歳まで（非課税世帯は18歳まで）の子ども
の数

霧島市に居住する15歳まで（非課税世帯
は18歳まで）の子ども

２．事務事業の事業概要・目的・指標＜Do＞

 出生から15歳に達する日（住民税非課税世帯に属する子どもは18歳に達する日）以降最初の3月31日までの子どもの医療費を助成する事業。子どもの疾病の早期発見、早期
治療を促進するとともに、子育て世帯の経済的負担を軽減する。

①　事業（成果）の方向性

②　コスト（予算）の方向性

　対象(誰に、何を対象にしているのか) 対象指標(対象の大きさを表す指標)

意図(対象をどうしたいのか) 成果指標(意図の達成度を表す指標)

ア

イ

ウ

ア

イ

ウ

事務事業のやり方（DX・外部委託等）を工夫することで、業務時間を削減できないか

事務事業の手段を工夫することで、事業費を削減できないか

補助金など、交付先に働きかけて市の負担を削減できないか

成果が向上する余地（可能性）はあるか

事務事業の内容が一部の受益者に偏っていないか

また、受益者負担の公平性が確保されているか

有効性

効
率
性

公平性

R6（予算）R5（決算）R4（決算）

③

②

①

⑥

⑤

④

⑦

単位

単位

事業期間
昭和48年度～

根拠法令

条例等

霧島市乳幼児医療費助成条例

１．基本情報

所属 子育て支援課

2495 － 子ども医療費助成事業

3．やさしさ（誰もが支えあいながら生き生きと暮らせるまちづくり）

2．安心して子どもを産み育てられる環境の充実

3．子育てに関する負担軽減の推進

①子育て世帯の経済的負担の軽減を図るため、子ども医療費助成・保育料の軽減など
各種支援策を継続的に実施するとともに、新たな負担軽減策を検討するなど、支援策の

 充実に努めます。
②ひとり親家庭の生活の安定と自立の促進を図るため、関係機関と連携した就労支援や
資格取得の支援を行います。

 ①子育て世帯
②ひとり親家庭

①経済的負担が軽減される
②自立し生活が安定する

対象（誰・何を） 意図（どうしたいか）

01 一般会計

03 民生費

02 児童福祉費

02 子育て支援推進費

会計

款

項

目

予

算

科

目

関連計画

↑
拡充

↑
拡充

令和5年度　事務事業評価シート 323-01

霧島市子ども・子育て支援事業計画

R5（実績）

R6（目標）R5（目標）R4（実績） R5（実績）

財
源
内
訳

事業費(千円) 417,917409,210329,596

一般財源

その他

地方債

県支出金

国庫支出金

118,807183,702270,675

224,200152,1000

000

74,91073,40858,921

000

 子育て世帯の子どもの医療費を助成することにより、子どもの疾病の早期発見、早期治療を促進
する。なお、子育て世帯の経済的負担の軽減が図られた。
令和５年度の受給資格者数は16,015人、助成延件数は241,667件であった。

事務事業名

政策名

施策名

基本事業名

基本事業の

内容

(総合計画より)

基本事業の

対象・意図



（２）令和6年度以降の改革改善内容（取り組むべき課題）（１）今後の事務事業の方向性

目
的

妥
当
性

この事業を市が行う必要があるか？ 税金を投入して達成する目的か

廃止・休止の影響はあるか

この事業の目的は、基本事業の目的、取組方針に結びついているか

R6（見込）R5（見込）R4（実績）

６．評価結果＜ (Action-PLAN) ＞

３．事業費推移 ４．令和5年度の実績・成果

５．振返り＜SEE (check) ＞

***

削減できる

削減できない

向上する余地はない

影響がある

実施すべき又は実施しなければならない事業

結びついている

0

引き続き適切な給付に努める。

0000

0000

140150116116人医療費助成人数適切な医療を受診する

0000

000

55575858人未熟児で出生し、入院治療が必要と認めら
れた乳児の数

未熟児で出生し、入院治療が必要と認め
られた乳児

２．事務事業の事業概要・目的・指標＜Do＞

 出生時の体重が2,000ｇ以下または身体の発育が未熟なまま出生し、指定医療機関での入院養育が必要と認められた乳児に対し、必要な医療費の給付を行う。保護者には、
住民税額に応じて医療費の一部負担があるが、子ども医療費で充当処理するため、実質支払いは発生しない。ただし、保険適用分以外は全額自己負担となる。

①　事業（成果）の方向性

②　コスト（予算）の方向性

　対象(誰に、何を対象にしているのか) 対象指標(対象の大きさを表す指標)

意図(対象をどうしたいのか) 成果指標(意図の達成度を表す指標)

ア

イ

ウ

ア

イ

ウ

事務事業のやり方（DX・外部委託等）を工夫することで、業務時間を削減できないか

事務事業の手段を工夫することで、事業費を削減できないか

補助金など、交付先に働きかけて市の負担を削減できないか

成果が向上する余地（可能性）はあるか

事務事業の内容が一部の受益者に偏っていないか

また、受益者負担の公平性が確保されているか

有効性

効
率
性

公平性

R6（予算）R5（決算）R4（決算）

③

②

①

⑥

⑤

④

⑦

単位

単位

事業期間
平成25年度～

根拠法令

条例等

母子保健法、霧島市養育医療に関する規則

１．基本情報

所属 子育て支援課

2496 － 養育医療費給付事業

3．やさしさ（誰もが支えあいながら生き生きと暮らせるまちづくり）

2．安心して子どもを産み育てられる環境の充実

3．子育てに関する負担軽減の推進

①子育て世帯の経済的負担の軽減を図るため、子ども医療費助成・保育料の軽減など
各種支援策を継続的に実施するとともに、新たな負担軽減策を検討するなど、支援策の

 充実に努めます。
②ひとり親家庭の生活の安定と自立の促進を図るため、関係機関と連携した就労支援や
資格取得の支援を行います。

 ①子育て世帯
②ひとり親家庭

①経済的負担が軽減される
②自立し生活が安定する

対象（誰・何を） 意図（どうしたいか）

01 一般会計

03 民生費

02 児童福祉費

02 子育て支援推進費

会計

款

項

目

予

算

科

目

関連計画

→
維持

→
維持

令和5年度　事務事業評価シート 323-02

特になし

R5（実績）

R6（目標）R5（目標）R4（実績） R5（実績）

財
源
内
訳

事業費(千円) 15,08719,21114,793

一般財源

その他

地方債

県支出金

国庫支出金

3,2228,8506,043

2,3102,1461,438

000

3,1853,4233,047

6,3704,7924,265

指定医療機関への入院治療を必要とする未熟児に対し、その養育に必要な医療費を給付するこ
とにより、母子保健の充実が図られた。また、助成対象児童は57人、助成延件数は150件、助成
総額は19,210,786円であった。

事務事業名

政策名

施策名

基本事業名

基本事業の

内容

(総合計画より)

基本事業の

対象・意図



（２）令和6年度以降の改革改善内容（取り組むべき課題）（１）今後の事務事業の方向性

目
的

妥
当
性

この事業を市が行う必要があるか？ 税金を投入して達成する目的か

廃止・休止の影響はあるか

この事業の目的は、基本事業の目的、取組方針に結びついているか

R6（見込）R5（見込）R4（実績）

６．評価結果＜ (Action-PLAN) ＞

３．事業費推移 ４．令和5年度の実績・成果

５．振返り＜SEE (check) ＞

公平・公正である

削減できない

削減できない

向上する余地はない

影響がある

市が実施することは妥当である

結びついている

0

引き続き適切な給付に努める。

0000

0000

7184人受給者数日常生活の利便性が向上する

0000

000

220198220214人小児慢性特定疾病児童数小児慢性特定疾病児童

２．事務事業の事業概要・目的・指標＜Do＞

小児慢性特定疾病児童の日常生活の利便を図るため、日常生活用具を給付する事業。対象者の保護者からの申請に対し、調査書を作成し、決定通知・却下通知を交付す
る。

①　事業（成果）の方向性

②　コスト（予算）の方向性

　対象(誰に、何を対象にしているのか) 対象指標(対象の大きさを表す指標)

意図(対象をどうしたいのか) 成果指標(意図の達成度を表す指標)

ア

イ

ウ

ア

イ

ウ

事務事業のやり方（DX・外部委託等）を工夫することで、業務時間を削減できないか

事務事業の手段を工夫することで、事業費を削減できないか

補助金など、交付先に働きかけて市の負担を削減できないか

成果が向上する余地（可能性）はあるか

事務事業の内容が一部の受益者に偏っていないか

また、受益者負担の公平性が確保されているか

有効性

効
率
性

公平性

R6（予算）R5（決算）R4（決算）

③

②

①

⑥

⑤

④

⑦

単位

単位

事業期間
平成19年度～

根拠法令

条例等

霧島市小児慢性特定疾病児童日常用具給
付事業実施要綱

１．基本情報

所属 子育て支援課

2498 － 子育て支援日常生活用具給付事業

3．やさしさ（誰もが支えあいながら生き生きと暮らせるまちづくり）

2．安心して子どもを産み育てられる環境の充実

3．子育てに関する負担軽減の推進

①子育て世帯の経済的負担の軽減を図るため、子ども医療費助成・保育料の軽減など
各種支援策を継続的に実施するとともに、新たな負担軽減策を検討するなど、支援策の

 充実に努めます。
②ひとり親家庭の生活の安定と自立の促進を図るため、関係機関と連携した就労支援や
資格取得の支援を行います。

 ①子育て世帯
②ひとり親家庭

①経済的負担が軽減される
②自立し生活が安定する

対象（誰・何を） 意図（どうしたいか）

01 一般会計

03 民生費

02 児童福祉費

02 子育て支援推進費

会計

款

項

目

予

算

科

目

関連計画

→
維持

→
維持

令和5年度　事務事業評価シート 323-03

特になし

R5（実績）

R6（目標）R5（目標）R4（実績） R5（実績）

財
源
内
訳

事業費(千円) 313115397

一般財源

その他

地方債

県支出金

国庫支出金

15758199

000

000

15657198

000

小児慢性特定疾病児童に対し、必要な日常生活用具を給付することで、日常生活の便宜を図っ
た。
また、給付を行うことで、用具を購入する際の経済的負担の軽減にも繋がった。

事務事業名

政策名

施策名

基本事業名

基本事業の

内容

(総合計画より)

基本事業の

対象・意図



（２）令和6年度以降の改革改善内容（取り組むべき課題）（１）今後の事務事業の方向性

目
的

妥
当
性

この事業を市が行う必要があるか？ 税金を投入して達成する目的か

廃止・休止の影響はあるか

この事業の目的は、基本事業の目的、取組方針に結びついているか

R6（見込）R5（見込）R4（実績）

６．評価結果＜ (Action-PLAN) ＞

３．事業費推移 ４．令和5年度の実績・成果

５．振返り＜SEE (check) ＞

***

***

削減できる

向上する余地はない

影響がある

実施すべき又は実施しなければならない事業

結びついている

0

毎年、母子寡婦福祉会では活動を継続的に実施しているが、高齢化が進み、母子世帯と新たに寡婦となる人の加入を促進
することが課題であるため、活動内容や支援事業などについて案内するためのパンフレットを作成し、対象者に周知する。

0000

0000

8888人研修会等の開催回数研修会等の活動を活性化する

0000

000

130125130131人会員数霧島市母子寡婦福祉会会員（活動会員）

２．事務事業の事業概要・目的・指標＜Do＞

 霧島市母子寡婦福祉会が行う活動を支援する事業。　主に、霧島市母子寡婦福祉会が行う総会や研修会などの事業や地域における広報活動に対し、補助金を交付し、活動
を支援している。

①　事業（成果）の方向性

②　コスト（予算）の方向性

　対象(誰に、何を対象にしているのか) 対象指標(対象の大きさを表す指標)

意図(対象をどうしたいのか) 成果指標(意図の達成度を表す指標)

ア

イ

ウ

ア

イ

ウ

事務事業のやり方（DX・外部委託等）を工夫することで、業務時間を削減できないか

事務事業の手段を工夫することで、事業費を削減できないか

補助金など、交付先に働きかけて市の負担を削減できないか

成果が向上する余地（可能性）はあるか

事務事業の内容が一部の受益者に偏っていないか

また、受益者負担の公平性が確保されているか

有効性

効
率
性

公平性

R6（予算）R5（決算）R4（決算）

③

②

①

⑥

⑤

④

⑦

単位

単位

事業期間
平成17年度～

根拠法令

条例等

霧島市補助金等交付規則

１．基本情報

所属 子育て支援課

2501 － 母子寡婦福祉協議会運営支援事業

3．やさしさ（誰もが支えあいながら生き生きと暮らせるまちづくり）

2．安心して子どもを産み育てられる環境の充実

3．子育てに関する負担軽減の推進

①子育て世帯の経済的負担の軽減を図るため、子ども医療費助成・保育料の軽減など
各種支援策を継続的に実施するとともに、新たな負担軽減策を検討するなど、支援策の

 充実に努めます。
②ひとり親家庭の生活の安定と自立の促進を図るため、関係機関と連携した就労支援や
資格取得の支援を行います。

 ①子育て世帯
②ひとり親家庭

①経済的負担が軽減される
②自立し生活が安定する

対象（誰・何を） 意図（どうしたいか）

01 一般会計

03 民生費

02 児童福祉費

04 ひとり親家庭福祉費

会計

款

項

目

予

算

科

目

関連計画

→
維持

↓
縮小

令和5年度　事務事業評価シート 323-04

特になし

R5（実績）

R6（目標）R5（目標）R4（実績） R5（実績）

財
源
内
訳

事業費(千円) 3602010

一般財源

その他

地方債

県支出金

国庫支出金

3602010

000

000

000

000

母子寡婦家庭の厚生自立と社会的地位・福祉向上を図ることを目的とした母子寡婦福祉会に活
動費補助を行った。
・運営費補助金　　：201,000円
・バス借上料補助金：          0円

事務事業名

政策名

施策名

基本事業名

基本事業の

内容

(総合計画より)

基本事業の

対象・意図



（２）令和6年度以降の改革改善内容（取り組むべき課題）（１）今後の事務事業の方向性

目
的

妥
当
性

この事業を市が行う必要があるか？ 税金を投入して達成する目的か

廃止・休止の影響はあるか

この事業の目的は、基本事業の目的、取組方針に結びついているか

R6（見込）R5（見込）R4（実績）

６．評価結果＜ (Action-PLAN) ＞

３．事業費推移 ４．令和5年度の実績・成果

５．振返り＜SEE (check) ＞

***

***

***

向上する余地はある

影響がある

実施すべき又は実施しなければならない事業

結びついている

0

引き続き適切な助成に努め、自動償還払い方式や現物給付方式への移行を県に要望する。

0000

0000

30,00030,37125,00025,093件支給件数疾病が早期に発見され、経済的負担が軽
減される

0000

000

1,4001,4031,4001,380世帯医療費助成を受給している世帯数ひとり親家庭の世帯

２．事務事業の事業概要・目的・指標＜Do＞

ひとり親家庭の生活の安定と福祉の向上を図るため、ひとり親家庭の父又は母及び児童、父又は母が一定の障害の状態にある家庭の母又は父及び児童、父母のない児童
に対し、医療費を助成する。医療機関等の窓口で支払った領収書と申請書を提出することで、保険診療分の医療費を支給する。

①　事業（成果）の方向性

②　コスト（予算）の方向性

　対象(誰に、何を対象にしているのか) 対象指標(対象の大きさを表す指標)

意図(対象をどうしたいのか) 成果指標(意図の達成度を表す指標)

ア

イ

ウ

ア

イ

ウ

事務事業のやり方（DX・外部委託等）を工夫することで、業務時間を削減できないか

事務事業の手段を工夫することで、事業費を削減できないか

補助金など、交付先に働きかけて市の負担を削減できないか

成果が向上する余地（可能性）はあるか

事務事業の内容が一部の受益者に偏っていないか

また、受益者負担の公平性が確保されているか

有効性

効
率
性

公平性

R6（予算）R5（決算）R4（決算）

③

②

①

⑥

⑤

④

⑦

単位

単位

事業期間
平成７年度～

根拠法令

条例等

霧島市ひとり親家庭医療費助成に関する条
例

１．基本情報

所属 子育て支援課

2502 － ひとり親家庭医療費助成事業

3．やさしさ（誰もが支えあいながら生き生きと暮らせるまちづくり）

2．安心して子どもを産み育てられる環境の充実

3．子育てに関する負担軽減の推進

①子育て世帯の経済的負担の軽減を図るため、子ども医療費助成・保育料の軽減など
各種支援策を継続的に実施するとともに、新たな負担軽減策を検討するなど、支援策の

 充実に努めます。
②ひとり親家庭の生活の安定と自立の促進を図るため、関係機関と連携した就労支援や
資格取得の支援を行います。

 ①子育て世帯
②ひとり親家庭

①経済的負担が軽減される
②自立し生活が安定する

対象（誰・何を） 意図（どうしたいか）

01 一般会計

03 民生費

02 児童福祉費

04 ひとり親家庭福祉費

会計

款

項

目

予

算

科

目

関連計画

↑
拡充

→
維持

令和5年度　事務事業評価シート 323-05

霧島市子ども・子育て支援事業計画

R5（実績）

R6（目標）R5（目標）R4（実績） R5（実績）

財
源
内
訳

事業費(千円) 69,71071,18560,659

一般財源

その他

地方債

県支出金

国庫支出金

35,04836,14930,530

000

000

34,66235,03630,129

000

ひとり親家庭の父又は母及び児童等の医療費を助成することにより、ひとり親家庭の生活の安
定と福祉の向上が図られた。なお、令５年度の受給資格世帯数は1,564世帯、受給資格者数
4,002人、助成延件数は30,371件であった。

事務事業名

政策名

施策名

基本事業名

基本事業の

内容

(総合計画より)

基本事業の

対象・意図



（２）令和6年度以降の改革改善内容（取り組むべき課題）（１）今後の事務事業の方向性

目
的

妥
当
性

この事業を市が行う必要があるか？ 税金を投入して達成する目的か

廃止・休止の影響はあるか

この事業の目的は、基本事業の目的、取組方針に結びついているか

R6（見込）R5（見込）R4（実績）

６．評価結果＜ (Action-PLAN) ＞

３．事業費推移 ４．令和5年度の実績・成果

５．振返り＜SEE (check) ＞

***

***

***

向上する余地はある

影響がある

実施すべき又は実施しなければならない事業

結びついている

0

本事業の対象となる方がより制度を利用しやすいよう、積極的な情報発信や相談体制の充実に努める。

0000

0000

4142人受給者数講座受講に係る経済的な負担の軽減、及
び資格取得による自立支援を行う

0000

000

1,4001,3971,4001,397人児童扶養手当受給者数児童扶養手当を受給中のひとり親家庭の
母又は父

２．事務事業の事業概要・目的・指標＜Do＞

 十分な収入を得ることができないひとり親家庭の母又は父に対し、主体的な能力開発の取組を支援し、自立を促進するため、給付金を支給する事業。　主に、雇用保険法等
の規定により教育訓練給付の指定教育訓練講座を受講する際の費用（最大60％）を支給している。

①　事業（成果）の方向性

②　コスト（予算）の方向性

　対象(誰に、何を対象にしているのか) 対象指標(対象の大きさを表す指標)

意図(対象をどうしたいのか) 成果指標(意図の達成度を表す指標)

ア

イ

ウ

ア

イ

ウ

事務事業のやり方（DX・外部委託等）を工夫することで、業務時間を削減できないか

事務事業の手段を工夫することで、事業費を削減できないか

補助金など、交付先に働きかけて市の負担を削減できないか

成果が向上する余地（可能性）はあるか

事務事業の内容が一部の受益者に偏っていないか

また、受益者負担の公平性が確保されているか

有効性

効
率
性

公平性

R6（予算）R5（決算）R4（決算）

③

②

①

⑥

⑤

④

⑦

単位

単位

事業期間
平成15年度～

根拠法令

条例等

母子及び父子並びに寡婦福祉法等

１．基本情報

所属 子育て支援課

2503 － ひとり親家庭自立支援教育訓練給付事業

3．やさしさ（誰もが支えあいながら生き生きと暮らせるまちづくり）

2．安心して子どもを産み育てられる環境の充実

3．子育てに関する負担軽減の推進

①子育て世帯の経済的負担の軽減を図るため、子ども医療費助成・保育料の軽減など
各種支援策を継続的に実施するとともに、新たな負担軽減策を検討するなど、支援策の

 充実に努めます。
②ひとり親家庭の生活の安定と自立の促進を図るため、関係機関と連携した就労支援や
資格取得の支援を行います。

 ①子育て世帯
②ひとり親家庭

①経済的負担が軽減される
②自立し生活が安定する

対象（誰・何を） 意図（どうしたいか）

01 一般会計

03 民生費

02 児童福祉費

04 ひとり親家庭福祉費

会計

款

項

目

予

算

科

目

関連計画

↑
拡充

→
維持

令和5年度　事務事業評価シート 323-06

霧島市子ども・子育て支援事業計画

R5（実績）

R6（目標）R5（目標）R4（実績） R5（実績）

財
源
内
訳

事業費(千円) 294100110

一般財源

その他

地方債

県支出金

国庫支出金

742529

000

000

000

2207581

教育訓練に必要な費用の一部を助成することにより、対象者の能力開発の取組みを支援するこ
とができた。

事務事業名

政策名

施策名

基本事業名

基本事業の

内容

(総合計画より)

基本事業の

対象・意図



（２）令和6年度以降の改革改善内容（取り組むべき課題）（１）今後の事務事業の方向性

目
的

妥
当
性

この事業を市が行う必要があるか？ 税金を投入して達成する目的か

廃止・休止の影響はあるか

この事業の目的は、基本事業の目的、取組方針に結びついているか

R6（見込）R5（見込）R4（実績）

６．評価結果＜ (Action-PLAN) ＞

３．事業費推移 ４．令和5年度の実績・成果

５．振返り＜SEE (check) ＞

***

***

***

向上する余地はある

影響がある

実施すべき又は実施しなければならない事業

結びついている

0

引き続き情報発信等に努め、また、ひとり親家庭のさまざまなニーズに対応するためきめ細やかな対応を行う。

0000

0000

15101511人受給者数資格取得に係る経済的な負担の軽減、及
び自立支援を行う。

0000

000

1,4001,3971,4001,397人児童扶養手当受給者数児童扶養手当を受給中のひとり親家庭の
母又は父

２．事務事業の事業概要・目的・指標＜Do＞

ひとり親家庭の母又は父に対し、就職の際に有利であり、かつ生活の安定に資する資格の取得を促進するため、当該資格に係わる養成訓練の受講期間について高等職業
 訓練促進給付金や修了支援給付金を支給する事業。　主に、養成機関に修業している期間に高等職業訓練給付金を支給し、カリキュラムを修了した際には、修了支援給付

金を支給している。

①　事業（成果）の方向性

②　コスト（予算）の方向性

　対象(誰に、何を対象にしているのか) 対象指標(対象の大きさを表す指標)

意図(対象をどうしたいのか) 成果指標(意図の達成度を表す指標)

ア

イ

ウ

ア

イ

ウ

事務事業のやり方（DX・外部委託等）を工夫することで、業務時間を削減できないか

事務事業の手段を工夫することで、事業費を削減できないか

補助金など、交付先に働きかけて市の負担を削減できないか

成果が向上する余地（可能性）はあるか

事務事業の内容が一部の受益者に偏っていないか

また、受益者負担の公平性が確保されているか

有効性

効
率
性

公平性

R6（予算）R5（決算）R4（決算）

③

②

①

⑥

⑤

④

⑦

単位

単位

事業期間
平成15年度～

根拠法令

条例等

母子及び父子並びに寡婦福祉法等

１．基本情報

所属 子育て支援課

2505 － ひとり親家庭高等職業訓練促進給付事業

3．やさしさ（誰もが支えあいながら生き生きと暮らせるまちづくり）

2．安心して子どもを産み育てられる環境の充実

3．子育てに関する負担軽減の推進

①子育て世帯の経済的負担の軽減を図るため、子ども医療費助成・保育料の軽減など
各種支援策を継続的に実施するとともに、新たな負担軽減策を検討するなど、支援策の

 充実に努めます。
②ひとり親家庭の生活の安定と自立の促進を図るため、関係機関と連携した就労支援や
資格取得の支援を行います。

 ①子育て世帯
②ひとり親家庭

①経済的負担が軽減される
②自立し生活が安定する

対象（誰・何を） 意図（どうしたいか）

01 一般会計

03 民生費

02 児童福祉費

04 ひとり親家庭福祉費

会計

款

項

目

予

算

科

目

関連計画

↑
拡充

→
維持

令和5年度　事務事業評価シート 323-07

霧島市子ども・子育て支援事業計画

R5（実績）

R6（目標）R5（目標）R4（実績） R5（実績）

財
源
内
訳

事業費(千円) 15,4779,64414,066

一般財源

その他

地方債

県支出金

国庫支出金

3,8702,4123,517

000

000

000

11,6077,23210,549

訓練促進給付金及び修了支援給付金を支給することにより、対象者の資格取得のための生活の
負担の軽減が図られた。

事務事業名

政策名

施策名

基本事業名

基本事業の

内容

(総合計画より)

基本事業の

対象・意図



（２）令和6年度以降の改革改善内容（取り組むべき課題）（１）今後の事務事業の方向性

目
的

妥
当
性

この事業を市が行う必要があるか？ 税金を投入して達成する目的か

廃止・休止の影響はあるか

この事業の目的は、基本事業の目的、取組方針に結びついているか

R6（見込）R5（見込）R4（実績）

６．評価結果＜ (Action-PLAN) ＞

３．事業費推移 ４．令和5年度の実績・成果

５．振返り＜SEE (check) ＞

***

***

***

向上する余地はある

影響がある

市が実施することは妥当である

結びついている

0

保護者の傷病・入院・災害・事故・育児不安等の解消を図るうえで、非常に重要な事業であると考えられるため、利用者の動
向を見極めながら、実施施設の維持・拡充に努める。

0000

0000

1,7004991,700910人 一時預かりの利用者の数（私立）（国の補助
事業対象分）

一時的に保育を受けられる

0000

000

1,7004991,700910人一時預かり利用者数子育てをしている世帯

２．事務事業の事業概要・目的・指標＜Do＞

通常保育を受けていない、もしくは対象とならない乳幼児（以下児童という）であって、保育者の傷病・入院・災害・事故・育児不安等の解消のため、緊急・一時的に保育が必要
   となる児童を保育している保育所に補助を行う。【利用方法】前日までに電話等で予約する。【利用料】私立は各園により異なるが、公立保育園の場合は下記の利用料１日

1,200円、半日600円／給食費250円、おやつ代100円

①　事業（成果）の方向性

②　コスト（予算）の方向性

　対象(誰に、何を対象にしているのか) 対象指標(対象の大きさを表す指標)

意図(対象をどうしたいのか) 成果指標(意図の達成度を表す指標)

ア

イ

ウ

ア

イ

ウ

事務事業のやり方（DX・外部委託等）を工夫することで、業務時間を削減できないか

事務事業の手段を工夫することで、事業費を削減できないか

補助金など、交付先に働きかけて市の負担を削減できないか

成果が向上する余地（可能性）はあるか

事務事業の内容が一部の受益者に偏っていないか

また、受益者負担の公平性が確保されているか

有効性

効
率
性

公平性

R6（予算）R5（決算）R4（決算）

③

②

①

⑥

⑤

④

⑦

単位

単位

事業期間
平成２年度～

根拠法令

条例等

子ども・子育て支援法等

１．基本情報

所属 子育て支援課

2506 － 一時預かり事業

3．やさしさ（誰もが支えあいながら生き生きと暮らせるまちづくり）

2．安心して子どもを産み育てられる環境の充実

2．多様なニーズに応じた子育て環境の充実

①子育て世帯の様々な保育ニーズに応えるため、保育所等と連携し、一時預かり、延長
 保育、病児・病後児保育、医療的ケア児保育など保育サービスの充実に努めます。

②放課後児童クラブや各地区の子育て支援センター等と連携し、地域全体で子育てを支
援する環境づくりを推進します。

①②子育て支援を必要とする子育て世帯  ①②必要な保育サービスが受けられる
①②地域で子育て支援が受けられる

対象（誰・何を） 意図（どうしたいか）

01 一般会計

03 民生費

02 児童福祉費

05 こども育成支援費

会計

款

項

目

予

算

科

目

関連計画

↑
拡充

→
維持

令和5年度　事務事業評価シート 322-04

霧島市子ども・子育て支援事業計画

R5（実績）

R6（目標）R5（目標）R4（実績） R5（実績）

財
源
内
訳

事業費(千円) 26,99325,16821,697

一般財源

その他

地方債

県支出金

国庫支出金

8,9998,1181,389

000

000

8,9978,3896,769

8,9978,66113,539

（実績）
専業主婦（夫）家庭等の育児疲れ解消、急病や入院等に伴い、一時的に保育を必要とする児童
の保育を行った保育所等に補助を行った。

私立保育所等：10施設　　延べ：499人利用　　
補助金：25,168千円（うちコロナ分：816千円）

（成果）
一時預かり事業を実施する保育所等に対して補助を行うことで、通常保育を受けていない、もしく
は対象とならない児童の保護者の子育てにおける心理的・身体的不安の解消を図り、安心して
子育てができる環境づくりを推進した。

事務事業名

政策名

施策名

基本事業名

基本事業の

内容

(総合計画より)

基本事業の

対象・意図



（２）令和6年度以降の改革改善内容（取り組むべき課題）（１）今後の事務事業の方向性

目
的

妥
当
性

この事業を市が行う必要があるか？ 税金を投入して達成する目的か

廃止・休止の影響はあるか

この事業の目的は、基本事業の目的、取組方針に結びついているか

R6（見込）R5（見込）R4（実績）

６．評価結果＜ (Action-PLAN) ＞

３．事業費推移 ４．令和5年度の実績・成果

５．振返り＜SEE (check) ＞

公平・公正である

削減できない

削減できない

向上する余地はない

影響がある

市が実施することは妥当である

結びついている

0

保育所等において通常の開所時間を超えて保育を行うことは、保護者の就労形態が多様化している中で、保護者が安心して
働き、子育てと就労の両立を推進するうえで非常に重要な事業であると考えられるため、実施施設等の維持・拡大等に努め
る。

0000

0000

68,00037,58268,00040,022人延長保育を希望し実施された延べ児童数
（私立）

延長保育を受けられる

0000

000

3,3003,4043,3003,468人入所児童数（私立）（私立）保育所の入所児童

２．事務事業の事業概要・目的・指標＜Do＞

就労形態の多様化に伴う延長保育の需要に対応するため、保育園の開園時間を超えた保育を行うことにより、児童福祉の増進を図る。保護者の就労時間、通勤時間等を考
慮し、11時間の開園時間の前後の時間において、さらに概ね３０分、１時間、２時間の延長保育を実施する事業を行っている霧島市内の私立保育所等に補助を行う。

①　事業（成果）の方向性

②　コスト（予算）の方向性

　対象(誰に、何を対象にしているのか) 対象指標(対象の大きさを表す指標)

意図(対象をどうしたいのか) 成果指標(意図の達成度を表す指標)

ア

イ

ウ

ア

イ

ウ

事務事業のやり方（DX・外部委託等）を工夫することで、業務時間を削減できないか

事務事業の手段を工夫することで、事業費を削減できないか

補助金など、交付先に働きかけて市の負担を削減できないか

成果が向上する余地（可能性）はあるか

事務事業の内容が一部の受益者に偏っていないか

また、受益者負担の公平性が確保されているか

有効性

効
率
性

公平性

R6（予算）R5（決算）R4（決算）

③

②

①

⑥

⑤

④

⑦

単位

単位

事業期間
昭和56年度～

根拠法令

条例等

子ども・子育て支援法等

１．基本情報

所属 子育て支援課

2507 － 延長保育促進事業

3．やさしさ（誰もが支えあいながら生き生きと暮らせるまちづくり）

2．安心して子どもを産み育てられる環境の充実

2．多様なニーズに応じた子育て環境の充実

①子育て世帯の様々な保育ニーズに応えるため、保育所等と連携し、一時預かり、延長
 保育、病児・病後児保育、医療的ケア児保育など保育サービスの充実に努めます。

②放課後児童クラブや各地区の子育て支援センター等と連携し、地域全体で子育てを支
援する環境づくりを推進します。

①②子育て支援を必要とする子育て世帯  ①②必要な保育サービスが受けられる
①②地域で子育て支援が受けられる

対象（誰・何を） 意図（どうしたいか）

01 一般会計

03 民生費

02 児童福祉費

05 こども育成支援費

会計

款

項

目

予

算

科

目

関連計画

→
維持

→
維持

令和5年度　事務事業評価シート 322-05

霧島市子ども・子育て支援事業計画

R5（実績）

R6（目標）R5（目標）R4（実績） R5（実績）

財
源
内
訳

事業費(千円) 25,87218,49925,243

一般財源

その他

地方債

県支出金

国庫支出金

8,6245,8255,737

000

000

8,6246,1666,501

8,6246,50813,005

（実績）
就労形態の多様化等に伴う延長保育の需要に対応するため、保育所等の開所時間を超えて保
育を行った保育所等に補助を行った。

私立保育所等：37か所　　延べ人数：37,582人利用
補助金：18,499千円（うちコロナ分：1,026千円）

（成果）
開所時間を超えた保育を実施する保育所等に対して補助を行うことで、子育てと仕事が両立でき
る環境づくりを推進した。

事務事業名

政策名

施策名

基本事業名

基本事業の

内容

(総合計画より)

基本事業の

対象・意図



（２）令和6年度以降の改革改善内容（取り組むべき課題）（１）今後の事務事業の方向性

目
的

妥
当
性

この事業を市が行う必要があるか？ 税金を投入して達成する目的か

廃止・休止の影響はあるか

この事業の目的は、基本事業の目的、取組方針に結びついているか

R6（見込）R5（見込）R4（実績）

６．評価結果＜ (Action-PLAN) ＞

３．事業費推移 ４．令和5年度の実績・成果

５．振返り＜SEE (check) ＞

***

***

***

向上する余地はある

影響がある

市が実施することは妥当である

結びついている

0

今後も保育所等の障害児受け入れ状況に合わせて、予算の増額・事業の拡充等を行う。また、保育所等と十分な協議・検討
を重ねながら、障害児等の健全育成と保護者が安心して働ける環境の構築に向け一層の充実に努める。

0000

0000

33212413施設障害児を受け入れている施設数（当該事業
を実施する施設数）

保育士加配に要する経費を補助し、障害
児等の処遇の向上を図る。

0000

000

61606058施設市内の特定・教育保育施設数障害児等を受け入れている特定教育・保
育施設

２．事務事業の事業概要・目的・指標＜Do＞

障害児、軽度障害児及び児童発達支援に係る通所給付決定を受けている児童等の保育を推進するため、障害児保育事業、軽度障害児保育事業、療育支援児保育事業及び
障害児保育円滑化事業を実施している保育所等に補助を行う。

①　事業（成果）の方向性

②　コスト（予算）の方向性

　対象(誰に、何を対象にしているのか) 対象指標(対象の大きさを表す指標)

意図(対象をどうしたいのか) 成果指標(意図の達成度を表す指標)

ア

イ

ウ

ア

イ

ウ

事務事業のやり方（DX・外部委託等）を工夫することで、業務時間を削減できないか

事務事業の手段を工夫することで、事業費を削減できないか

補助金など、交付先に働きかけて市の負担を削減できないか

成果が向上する余地（可能性）はあるか

事務事業の内容が一部の受益者に偏っていないか

また、受益者負担の公平性が確保されているか

有効性

効
率
性

公平性

R6（予算）R5（決算）R4（決算）

③

②

①

⑥

⑤

④

⑦

単位

単位

事業期間
平成14年度～

根拠法令

条例等

霧島市障害児等保育支援事業実施要綱

１．基本情報

所属 子育て支援課

2509 － 障害児保育支援事業

3．やさしさ（誰もが支えあいながら生き生きと暮らせるまちづくり）

2．安心して子どもを産み育てられる環境の充実

2．多様なニーズに応じた子育て環境の充実

①子育て世帯の様々な保育ニーズに応えるため、保育所等と連携し、一時預かり、延長
 保育、病児・病後児保育、医療的ケア児保育など保育サービスの充実に努めます。

②放課後児童クラブや各地区の子育て支援センター等と連携し、地域全体で子育てを支
援する環境づくりを推進します。

①②子育て支援を必要とする子育て世帯  ①②必要な保育サービスが受けられる
①②地域で子育て支援が受けられる

対象（誰・何を） 意図（どうしたいか）

01 一般会計

03 民生費

02 児童福祉費

05 こども育成支援費

会計

款

項

目

予

算

科

目

関連計画

↑
拡充

↑
拡充

令和5年度　事務事業評価シート 322-06

霧島市子ども・子育て支援事業計画

R5（実績）

R6（目標）R5（目標）R4（実績） R5（実績）

財
源
内
訳

事業費(千円) 32,20625,84115,141

一般財源

その他

地方債

県支出金

国庫支出金

64141

32,20025,80015,100

000

000

000

障害児の処遇の向上を図るために保育士の加配を行った保育所等に補助を行った。

利用障害児数：81人、私立保育所数：21か所
補助金額：25,841千円

事務事業名

政策名

施策名

基本事業名

基本事業の

内容

(総合計画より)

基本事業の

対象・意図



（２）令和6年度以降の改革改善内容（取り組むべき課題）（１）今後の事務事業の方向性

目
的

妥
当
性

この事業を市が行う必要があるか？ 税金を投入して達成する目的か

廃止・休止の影響はあるか

この事業の目的は、基本事業の目的、取組方針に結びついているか

R6（見込）R5（見込）R4（実績）

６．評価結果＜ (Action-PLAN) ＞

３．事業費推移 ４．令和5年度の実績・成果

５．振返り＜SEE (check) ＞

***

***

***

***

***

見直す必要がある

結びついている

0

引き続き認可外保育施設の状況に合わせて、児童の福祉の増進と健全な育成を図り運営費の補助を行う。
　しかし、施設の廃所や認可保育所等への移行に伴い、対象施設が減少してきている。また、数年前から、国が保育施設の
質確保のために、認可外保育施設の認可化移行を推進していることから、対象施設の増加は考えにくい。よって、令和7年度
から本事業の休廃止の検討を進める。

0000

0000

4222か所補助対象施設数／認可外保育施設数認可外保育所の健全な運営を図る。

0000

000

4555か所認可外保育施設数認可外保育施設

２．事務事業の事業概要・目的・指標＜Do＞

  家庭で保育のできない児童等に対する適切な遊び及び生活の場等を与え、その健全な育成を図るため、霧島市内の認可外保育施設の設置者に対し運営費の補助を行う。
事務手続き①補助金交付申請②補助金交付決定③補助金実績報告④補助金確定通知⑤補助金交付請求書

①　事業（成果）の方向性

②　コスト（予算）の方向性

　対象(誰に、何を対象にしているのか) 対象指標(対象の大きさを表す指標)

意図(対象をどうしたいのか) 成果指標(意図の達成度を表す指標)

ア

イ

ウ

ア

イ

ウ

事務事業のやり方（DX・外部委託等）を工夫することで、業務時間を削減できないか

事務事業の手段を工夫することで、事業費を削減できないか

補助金など、交付先に働きかけて市の負担を削減できないか

成果が向上する余地（可能性）はあるか

事務事業の内容が一部の受益者に偏っていないか

また、受益者負担の公平性が確保されているか

有効性

効
率
性

公平性

R6（予算）R5（決算）R4（決算）

③

②

①

⑥

⑤

④

⑦

単位

単位

事業期間
平成17年度～

根拠法令

条例等

霧島市認可外保育施設補助金交付要綱

１．基本情報

所属 子育て支援課

2510 － 認可外保育施設支援事業

3．やさしさ（誰もが支えあいながら生き生きと暮らせるまちづくり）

2．安心して子どもを産み育てられる環境の充実

2．多様なニーズに応じた子育て環境の充実

①子育て世帯の様々な保育ニーズに応えるため、保育所等と連携し、一時預かり、延長
 保育、病児・病後児保育、医療的ケア児保育など保育サービスの充実に努めます。

②放課後児童クラブや各地区の子育て支援センター等と連携し、地域全体で子育てを支
援する環境づくりを推進します。

①②子育て支援を必要とする子育て世帯  ①②必要な保育サービスが受けられる
①②地域で子育て支援が受けられる

対象（誰・何を） 意図（どうしたいか）

01 一般会計

03 民生費

02 児童福祉費

05 こども育成支援費

会計

款

項

目

予

算

科

目

関連計画

×
休廃止

×
皆減

令和5年度　事務事業評価シート 322-07

特になし

R5（実績）

R6（目標）R5（目標）R4（実績） R5（実績）

財
源
内
訳

事業費(千円) 1,9109141,054

一般財源

その他

地方債

県支出金

国庫支出金

1,9109141,054

000

000

000

000

家庭で保育のできない児童等に対する適切な遊び及び生活の場等を与え、その健全な育成を図
るため、霧島市内の認可外保育施設の設置者に対し運営費の補助を行った。

事務事業名

政策名

施策名

基本事業名

基本事業の

内容

(総合計画より)

基本事業の

対象・意図



（２）令和6年度以降の改革改善内容（取り組むべき課題）（１）今後の事務事業の方向性

目
的

妥
当
性

この事業を市が行う必要があるか？ 税金を投入して達成する目的か

廃止・休止の影響はあるか

この事業の目的は、基本事業の目的、取組方針に結びついているか

R6（見込）R5（見込）R4（実績）

６．評価結果＜ (Action-PLAN) ＞

３．事業費推移 ４．令和5年度の実績・成果

５．振返り＜SEE (check) ＞

公平・公正である

削減できない

削減できない

向上する余地はない

影響がある

実施すべき又は実施しなければならない事業

結びついている

0

病気回復期の児童を預かり、保護者の就労を支援するうえで重要な事業であると考えられるため、引き続き保育所等と連携
し保育サービスの充実に努める。

0000

0000

6666施設施設利用者数病気回復期の児童を預かることにより保
護者の就労を支援する

0000

000

1,1001,1701,216988人小学校６年生までの児童数霧島市に居住する小学校６年生までの児
童の保護者

２．事務事業の事業概要・目的・指標＜Do＞

子育てと就労の両立支援の一環として、保育園等へ通園中の児童等が「病気の回復期」であるとの理由で自宅での養育を余儀なくされる期間、当該児童を預かる事業を行う
  団体に補助を行う。利用者負担１日1,200円半日600円（県：保育対策等促進事業費補助率：県2/3市1/3）【根拠法令・条例等】保育対策等促進事業費の実施について（H20厚

労省通知）霧島市病児・病後児保育事業実施要綱

①　事業（成果）の方向性

②　コスト（予算）の方向性

　対象(誰に、何を対象にしているのか) 対象指標(対象の大きさを表す指標)

意図(対象をどうしたいのか) 成果指標(意図の達成度を表す指標)

ア

イ

ウ

ア

イ

ウ

事務事業のやり方（DX・外部委託等）を工夫することで、業務時間を削減できないか

事務事業の手段を工夫することで、事業費を削減できないか

補助金など、交付先に働きかけて市の負担を削減できないか

成果が向上する余地（可能性）はあるか

事務事業の内容が一部の受益者に偏っていないか

また、受益者負担の公平性が確保されているか

有効性

効
率
性

公平性

R6（予算）R5（決算）R4（決算）

③

②

①

⑥

⑤

④

⑦

単位

単位

事業期間
平成15年度～

根拠法令

条例等

子ども子育て支援法等

１．基本情報

所属 子育て支援課

2511 － 病児・病後児保育事業

3．やさしさ（誰もが支えあいながら生き生きと暮らせるまちづくり）

2．安心して子どもを産み育てられる環境の充実

2．多様なニーズに応じた子育て環境の充実

①子育て世帯の様々な保育ニーズに応えるため、保育所等と連携し、一時預かり、延長
 保育、病児・病後児保育、医療的ケア児保育など保育サービスの充実に努めます。

②放課後児童クラブや各地区の子育て支援センター等と連携し、地域全体で子育てを支
援する環境づくりを推進します。

①②子育て支援を必要とする子育て世帯  ①②必要な保育サービスが受けられる
①②地域で子育て支援が受けられる

対象（誰・何を） 意図（どうしたいか）

01 一般会計

03 民生費

02 児童福祉費

05 こども育成支援費

会計

款

項

目

予

算

科

目

関連計画

→
維持

→
維持

令和5年度　事務事業評価シート 322-08

霧島市子ども・子育て支援事業計画

R5（実績）

R6（目標）R5（目標）R4（実績） R5（実績）

財
源
内
訳

事業費(千円) 45,35341,52440,758

一般財源

その他

地方債

県支出金

国庫支出金

15,11913,84213,590

000

000

15,11713,84113,584

15,11713,84113,584

子育てと就労の両立支援の一環として、保育園等へ通園中の児童等が「病気の回復期」であると
の理由で自宅での養育を余儀なくされる期間、当該児童を預かる事業を行う団体に補助を行っ
た。

事務事業名

政策名

施策名

基本事業名

基本事業の

内容

(総合計画より)

基本事業の

対象・意図



（２）令和6年度以降の改革改善内容（取り組むべき課題）（１）今後の事務事業の方向性

目
的

妥
当
性

この事業を市が行う必要があるか？ 税金を投入して達成する目的か

廃止・休止の影響はあるか

この事業の目的は、基本事業の目的、取組方針に結びついているか

R6（見込）R5（見込）R4（実績）

６．評価結果＜ (Action-PLAN) ＞

３．事業費推移 ４．令和5年度の実績・成果

５．振返り＜SEE (check) ＞

***

***

***

向上する余地はある

影響がある

市が実施することは妥当である

結びついている

0

日常生活上の突発的な事情や社会参加などにより、一時的に家庭での保育が困難となる場合の対応や保護者の育児不安
等の解消を図る上で非常に重要な事業であると考えられるため、利用者の動向を見極めながら、実施施設の維持・拡充等に
努める。

0000

0000

106,300103,22797,90095,609人預かり保育利用者数（延べ人数）一時的に保育を受けられる

0000

000

1,4601,4171,2001,189人１号認定を受けた児童数幼稚園等を利用している世帯

２．事務事業の事業概要・目的・指標＜Do＞

幼稚園児（教育標準時間認定の子ども（１号認定子ども））を対象に、通常の教育標準時間外に預かり保育を実施している幼稚園等（新制度移行幼稚園、認定こども園）に補
助を行う事業。

①　事業（成果）の方向性

②　コスト（予算）の方向性

　対象(誰に、何を対象にしているのか) 対象指標(対象の大きさを表す指標)

意図(対象をどうしたいのか) 成果指標(意図の達成度を表す指標)

ア

イ

ウ

ア

イ

ウ

事務事業のやり方（DX・外部委託等）を工夫することで、業務時間を削減できないか

事務事業の手段を工夫することで、事業費を削減できないか

補助金など、交付先に働きかけて市の負担を削減できないか

成果が向上する余地（可能性）はあるか

事務事業の内容が一部の受益者に偏っていないか

また、受益者負担の公平性が確保されているか

有効性

効
率
性

公平性

R6（予算）R5（決算）R4（決算）

③

②

①

⑥

⑤

④

⑦

単位

単位

事業期間
平成27年度～

根拠法令

条例等

子ども・子育て支援法等

１．基本情報

所属 子育て支援課

2512 － 一時預かり事業（幼稚園型）

3．やさしさ（誰もが支えあいながら生き生きと暮らせるまちづくり）

2．安心して子どもを産み育てられる環境の充実

2．多様なニーズに応じた子育て環境の充実

①子育て世帯の様々な保育ニーズに応えるため、保育所等と連携し、一時預かり、延長
 保育、病児・病後児保育、医療的ケア児保育など保育サービスの充実に努めます。

②放課後児童クラブや各地区の子育て支援センター等と連携し、地域全体で子育てを支
援する環境づくりを推進します。

①②子育て支援を必要とする子育て世帯  ①②必要な保育サービスが受けられる
①②地域で子育て支援が受けられる

対象（誰・何を） 意図（どうしたいか）

01 一般会計

03 民生費

02 児童福祉費

05 こども育成支援費

会計

款

項

目

予

算

科

目

関連計画

↑
拡充

→
維持

令和5年度　事務事業評価シート 322-09

霧島市子ども・子育て支援事業計画

R5（実績）

R6（目標）R5（目標）R4（実績） R5（実績）

財
源
内
訳

事業費(千円) 67,87965,08865,810

一般財源

その他

地方債

県支出金

国庫支出金

22,62721,17935,118

000

000

22,62621,69513,986

22,62622,21416,706

【実績】
一時的な保育を必要とする幼稚園児（教育標準時間認定の子ども（１号認定子ども））に対して、
教育標準時間外の保育を行う幼稚園等に助成した。
幼稚園等：　31か所(補助対象事業）
延べ人数：　103,227人
補助金額：　65,088千円（うち、コロナ分　1,553千円）
【成果】
一時預かりの需要が高まり、預かり保育を利用する人数及び補助事業を申請する施設も増加し
た。事業を実施する施設への補助を行い、保護者の心身のリフレッシュや就労等による幼稚園等
の預かり保育の利用を促進することや、子育て環境の充実に寄与した。

事務事業名

政策名

施策名

基本事業名

基本事業の

内容

(総合計画より)

基本事業の

対象・意図



（２）令和6年度以降の改革改善内容（取り組むべき課題）（１）今後の事務事業の方向性

目
的

妥
当
性

この事業を市が行う必要があるか？ 税金を投入して達成する目的か

廃止・休止の影響はあるか

この事業の目的は、基本事業の目的、取組方針に結びついているか

R6（見込）R5（見込）R4（実績）

６．評価結果＜ (Action-PLAN) ＞

３．事業費推移 ４．令和5年度の実績・成果

５．振返り＜SEE (check) ＞

公平・公正である

削減できない

削減できない

向上する余地はない

影響がある

実施すべき又は実施しなければならない事業

結びついている

0

事業及びコストの方向性が「維持」の場合は、改革改善内容の記載は不要としています。

0000

0000

945937945945人給付を受けた人数（過年度分も含むため認
定者数より多くなる）

認可外保育施設等の利用料を無償化し、
保護者の負担軽減を図る。

0000

000

568605568557人施設等利用給付認定者数施設等利用給付認定を受けている保護者

２．事務事業の事業概要・目的・指標＜Do＞

     認可外保育施設・預かり保育の利用料等を無償化する。対象者・範囲等・０～２歳（非課税世帯のみ対象）：月42,000円まで・３歳～月37,000円まで対象事業①未移行幼稚園
 ②預かり保育事業③認可外施設等（認可外保育施設、一時預かり事業、病児保育事業、子育て援助活動支援事業）

①　事業（成果）の方向性

②　コスト（予算）の方向性

　対象(誰に、何を対象にしているのか) 対象指標(対象の大きさを表す指標)

意図(対象をどうしたいのか) 成果指標(意図の達成度を表す指標)

ア

イ

ウ

ア

イ

ウ

事務事業のやり方（DX・外部委託等）を工夫することで、業務時間を削減できないか

事務事業の手段を工夫することで、事業費を削減できないか

補助金など、交付先に働きかけて市の負担を削減できないか

成果が向上する余地（可能性）はあるか

事務事業の内容が一部の受益者に偏っていないか

また、受益者負担の公平性が確保されているか

有効性

効
率
性

公平性

R6（予算）R5（決算）R4（決算）

③

②

①

⑥

⑤

④

⑦

単位

単位

事業期間

根拠法令

条例等

子ども・子育て支援法

１．基本情報

所属 子育て支援課

2578 － 子育てのための施設等利用給付事業

3．やさしさ（誰もが支えあいながら生き生きと暮らせるまちづくり）

2．安心して子どもを産み育てられる環境の充実

3．子育てに関する負担軽減の推進

①子育て世帯の経済的負担の軽減を図るため、子ども医療費助成・保育料の軽減など
各種支援策を継続的に実施するとともに、新たな負担軽減策を検討するなど、支援策の

 充実に努めます。
②ひとり親家庭の生活の安定と自立の促進を図るため、関係機関と連携した就労支援や
資格取得の支援を行います。

 ①子育て世帯
②ひとり親家庭

①経済的負担が軽減される
②自立し生活が安定する

対象（誰・何を） 意図（どうしたいか）

01 一般会計

03 民生費

02 児童福祉費

05 こども育成支援費

会計

款

項

目

予

算

科

目

関連計画

→
維持

→
維持

令和5年度　事務事業評価シート 323-08

特になし

R5（実績）

R6（目標）R5（目標）R4（実績） R5（実績）

財
源
内
訳

事業費(千円) 53,07953,13052,008

一般財源

その他

地方債

県支出金

国庫支出金

13,27113,28413,004

000

000

13,26913,28213,001

26,53926,56426,003

認可外保育施設・預かり保育の利用料等を無償化するため、施設等利用給付費53,129,202円を
給付した。

事務事業名

政策名

施策名

基本事業名

基本事業の

内容

(総合計画より)

基本事業の

対象・意図



（２）令和6年度以降の改革改善内容（取り組むべき課題）（１）今後の事務事業の方向性

目
的

妥
当
性

この事業を市が行う必要があるか？ 税金を投入して達成する目的か

廃止・休止の影響はあるか

この事業の目的は、基本事業の目的、取組方針に結びついているか

R6（見込）R5（見込）R4（実績）

６．評価結果＜ (Action-PLAN) ＞

３．事業費推移 ４．令和5年度の実績・成果

５．振返り＜SEE (check) ＞

***

***

***

向上する余地はある

影響がある

実施すべき又は実施しなければならない事業

結びついている

0

引き続き子育て世帯のニーズに応えながら、親子で利用できるこども館の管理運営を行う。

0000

0000

34,00034,97133,00032,866人施設利用者数子育て世帯に親子で遊んでもらう

0000

000

69,64270,14470,50569,908人20歳以上人口-65歳以上人口+（0歳から6歳
人口）

0歳～6歳及び20歳～64歳

２．事務事業の事業概要・目的・指標＜Do＞

 子育て世帯が親子で利用できるこども館の管理運営を行う。
   【施設の概要】・霧島市こども館【委託先】・㈱エルグ・テクノ（委託期間：令和３年４月１日～令和６年３月31日）

①　事業（成果）の方向性

②　コスト（予算）の方向性

　対象(誰に、何を対象にしているのか) 対象指標(対象の大きさを表す指標)

意図(対象をどうしたいのか) 成果指標(意図の達成度を表す指標)

ア

イ

ウ

ア

イ

ウ

事務事業のやり方（DX・外部委託等）を工夫することで、業務時間を削減できないか

事務事業の手段を工夫することで、事業費を削減できないか

補助金など、交付先に働きかけて市の負担を削減できないか

成果が向上する余地（可能性）はあるか

事務事業の内容が一部の受益者に偏っていないか

また、受益者負担の公平性が確保されているか

有効性

効
率
性

公平性

R6（予算）R5（決算）R4（決算）

③

②

①

⑥

⑤

④

⑦

単位

単位

事業期間

根拠法令

条例等

霧島市こども館の設置及び管理に関する条
例、霧島市こども館の設置及び管理に関す
る条例施行規則

１．基本情報

所属 子育て支援課

2656 － こども館管理運営事業

3．やさしさ（誰もが支えあいながら生き生きと暮らせるまちづくり）

2．安心して子どもを産み育てられる環境の充実

2．多様なニーズに応じた子育て環境の充実

①子育て世帯の様々な保育ニーズに応えるため、保育所等と連携し、一時預かり、延長
 保育、病児・病後児保育、医療的ケア児保育など保育サービスの充実に努めます。

②放課後児童クラブや各地区の子育て支援センター等と連携し、地域全体で子育てを支
援する環境づくりを推進します。

①②子育て支援を必要とする子育て世帯  ①②必要な保育サービスが受けられる
①②地域で子育て支援が受けられる

対象（誰・何を） 意図（どうしたいか）

01 一般会計

03 民生費

01 社会福祉費

04 社会福祉施設費

会計

款

項

目

予

算

科

目

関連計画

→
維持

↓
縮小

令和5年度　事務事業評価シート 322-10

特になし

R5（実績）

R6（目標）R5（目標）R4（実績） R5（実績）

財
源
内
訳

事業費(千円) 44,28341,24044,436

一般財源

その他

地方債

県支出金

国庫支出金

3,68711,84014,436

40,59629,40030,000

000

000

000

市内、市外問わず多くの子育て世帯の利用者を得ており、良好な運営がなされている。遊具にお
いて、軽微な修繕を要する箇所があり、適切に処理した。

事務事業名

政策名

施策名

基本事業名

基本事業の

内容

(総合計画より)

基本事業の

対象・意図



（２）令和6年度以降の改革改善内容（取り組むべき課題）（１）今後の事務事業の方向性

目
的

妥
当
性

この事業を市が行う必要があるか？ 税金を投入して達成する目的か

廃止・休止の影響はあるか

この事業の目的は、基本事業の目的、取組方針に結びついているか

R6（見込）R5（見込）R4（実績）

６．評価結果＜ (Action-PLAN) ＞

３．事業費推移 ４．令和5年度の実績・成果

５．振返り＜SEE (check) ＞

***

***

***

向上する余地はある

影響がある

実施すべき又は実施しなければならない事業

結びついている

0

医療的ケア児の保育ニーズが高まっているため、入所を希望する全ての医療的ケア児が保育所等に入所できるよう受入可
能施設の拡大を行うため補助事業の周知を行う。

0000

0000

4231人入所した医療的ケア児の数希望する施設へ入所させる

0000

000

4231人入所を希望する医療的ケア児の数入所を希望する医療的ケア児

２．事務事業の事業概要・目的・指標＜Do＞

人口呼吸器を装着している児童その他の日常生活を営むために医療を要する状態にある児童（以下「医療的ケア児」という。）が保育所等の利用を希望する場合に、受入れ
体制を整備し、医療的ケア児の地域生活支援の向上を図ることを目的とする。
（補助率）国：1/2　県：1/4　市：1/4
根拠法令：保育対策総合支援事業費補助金交付要綱
　　　　　　　医療的ケア児保育支援事業実施要綱

①　事業（成果）の方向性

②　コスト（予算）の方向性

　対象(誰に、何を対象にしているのか) 対象指標(対象の大きさを表す指標)

意図(対象をどうしたいのか) 成果指標(意図の達成度を表す指標)

ア

イ

ウ

ア

イ

ウ

事務事業のやり方（DX・外部委託等）を工夫することで、業務時間を削減できないか

事務事業の手段を工夫することで、事業費を削減できないか

補助金など、交付先に働きかけて市の負担を削減できないか

成果が向上する余地（可能性）はあるか

事務事業の内容が一部の受益者に偏っていないか

また、受益者負担の公平性が確保されているか

有効性

効
率
性

公平性

R6（予算）R5（決算）R4（決算）

③

②

①

⑥

⑤

④

⑦

単位

単位

事業期間
令和４年度～

根拠法令

条例等

医療的ケア児及びその家族に対する支援に
関する法律等

１．基本情報

所属 子育て支援課

2674 － 医療的ケア児保育支援事業

3．やさしさ（誰もが支えあいながら生き生きと暮らせるまちづくり）

2．安心して子どもを産み育てられる環境の充実

2．多様なニーズに応じた子育て環境の充実

①子育て世帯の様々な保育ニーズに応えるため、保育所等と連携し、一時預かり、延長
 保育、病児・病後児保育、医療的ケア児保育など保育サービスの充実に努めます。

②放課後児童クラブや各地区の子育て支援センター等と連携し、地域全体で子育てを支
援する環境づくりを推進します。

①②子育て支援を必要とする子育て世帯  ①②必要な保育サービスが受けられる
①②地域で子育て支援が受けられる

対象（誰・何を） 意図（どうしたいか）

01 一般会計

03 民生費

02 児童福祉費

05 こども育成支援費

会計

款

項

目

予

算

科

目

関連計画

↑
拡充

↑
拡充

令和5年度　事務事業評価シート 322-11

霧島市子ども・子育て支援事業計画

R5（実績）

R6（目標）R5（目標）R4（実績） R5（実績）

財
源
内
訳

事業費(千円) 49,31614,5838,229

一般財源

その他

地方債

県支出金

国庫支出金

203272

8,2002,4001,300

000

41,09612,1511,371

005,486

（実績）
医療的ケア児を受け入れた施設に補助を行った。また、過去にモデル事業を実施し、ノウハウを
蓄積した施設等を市の基幹施設とし、医療的ケアに関する技能及び経験を有した者の配置を行
い、保育所等への医療的ケア児に関する支援・助言を行った施設に補助を行った。

受入施設：２施設（医療的ケア児：２名）
基幹施設：１施設

（成果）
医療的ケア児を受け入れた施設に対し補助を行い、受入れ体制を整備することにより、医療的ケ
ア児の集団生活への参加や保護者の職場復帰に寄与することができた。

事務事業名

政策名

施策名

基本事業名

基本事業の

内容

(総合計画より)

基本事業の

対象・意図



（２）令和6年度以降の改革改善内容（取り組むべき課題）（１）今後の事務事業の方向性

目
的

妥
当
性

この事業を市が行う必要があるか？ 税金を投入して達成する目的か

廃止・休止の影響はあるか

この事業の目的は、基本事業の目的、取組方針に結びついているか

R6（見込）R5（見込）R4（実績）

６．評価結果＜ (Action-PLAN) ＞

３．事業費推移 ４．令和5年度の実績・成果

５．振返り＜SEE (check) ＞

***

***

***

***

影響はない

実施すべき又は実施しなければならない事業

結びついている

0

0000

0000

021075施設施設改修を行い、補助を受けた事業所数新型コロナウイルス感染症対策を行い、
事業を継続して実施する

0000

000

0123127125施設地域子ども・子育て支援事業を行う事業所
数

地域子ども・子育て支援事業を行う事業
所

２．事務事業の事業概要・目的・指標＜Do＞

放課後児童健全育成事業、延長保育事業、一時預かり事業など「地域子ども・子育て支援事業」を行う事業所、社会福祉法人等が新型コロナウイルス感染症対策のために実
施する簡易的な改修などに補助を行い、事業の継続的な実施を支援する。

①　事業（成果）の方向性

②　コスト（予算）の方向性

　対象(誰に、何を対象にしているのか) 対象指標(対象の大きさを表す指標)

意図(対象をどうしたいのか) 成果指標(意図の達成度を表す指標)

ア

イ

ウ

ア

イ

ウ

事務事業のやり方（DX・外部委託等）を工夫することで、業務時間を削減できないか

事務事業の手段を工夫することで、事業費を削減できないか

補助金など、交付先に働きかけて市の負担を削減できないか

成果が向上する余地（可能性）はあるか

事務事業の内容が一部の受益者に偏っていないか

また、受益者負担の公平性が確保されているか

有効性

効
率
性

公平性

R6（予算）R5（決算）R4（決算）

③

②

①

⑥

⑤

④

⑦

単位

単位

事業期間

根拠法令

条例等

子ども・子育て支援交付金交付要綱

１．基本情報

所属 子育て支援課

2685 － 子育て環境改修等事業

3．やさしさ（誰もが支えあいながら生き生きと暮らせるまちづくり）

2．安心して子どもを産み育てられる環境の充実

2．多様なニーズに応じた子育て環境の充実

①子育て世帯の様々な保育ニーズに応えるため、保育所等と連携し、一時預かり、延長
 保育、病児・病後児保育、医療的ケア児保育など保育サービスの充実に努めます。

②放課後児童クラブや各地区の子育て支援センター等と連携し、地域全体で子育てを支
援する環境づくりを推進します。

①②子育て支援を必要とする子育て世帯  ①②必要な保育サービスが受けられる
①②地域で子育て支援が受けられる

対象（誰・何を） 意図（どうしたいか）

01 一般会計

03 民生費

02 児童福祉費

02 子育て支援推進費

会計

款

項

目

予

算

科

目

関連計画

×
休廃止

×
皆減

令和5年度　事務事業評価シート 322-12

特になし

R5（実績）

R6（目標）R5（目標）R4（実績） R5（実績）

財
源
内
訳

事業費(千円) 01,55057,625

一般財源

その他

地方債

県支出金

国庫支出金

000

000

000

051719,209

01,03338,416

新型コロナウイルス感染症等の感染症対策のために必要な改修や設備の整備等を行った。

事務事業名

政策名

施策名

基本事業名

基本事業の

内容

(総合計画より)

基本事業の

対象・意図



（２）令和6年度以降の改革改善内容（取り組むべき課題）（１）今後の事務事業の方向性

目
的

妥
当
性

この事業を市が行う必要があるか？ 税金を投入して達成する目的か

廃止・休止の影響はあるか

この事業の目的は、基本事業の目的、取組方針に結びついているか

R6（見込）R5（見込）R4（実績）

６．評価結果＜ (Action-PLAN) ＞

３．事業費推移 ４．令和5年度の実績・成果

５．振返り＜SEE (check) ＞

公平・公正である

削減できない

削減できない

向上する余地はない

影響がある

市が実施することは妥当である

結びついている

0

ＩＣＴ化を推進することにより、保育士の業務負担を軽減し、保育士の働きやすい環境を整備し、保育の質向上を図るために、Ｉ
ＣＴ化推進を希望する施設を把握していく。

0000

0000

1001001000%導入効果が図られた施設の割合保育士等の働きやすい環境を整える

0000

000

111110施設ＩＣＴ化を推進した保育所等ＩＣＴ化を推進した保育所等

２．事務事業の事業概要・目的・指標＜Do＞

保育所等や認可外保育施設における業務のＩＣＴ化を推進することにより、保育士等の業務の負担軽減を図り、保育士が働きやすい環境を整備し、ひいては保育士の確保に
 つなげる。

①　事業（成果）の方向性

②　コスト（予算）の方向性

　対象(誰に、何を対象にしているのか) 対象指標(対象の大きさを表す指標)

意図(対象をどうしたいのか) 成果指標(意図の達成度を表す指標)

ア

イ

ウ

ア

イ

ウ

事務事業のやり方（DX・外部委託等）を工夫することで、業務時間を削減できないか

事務事業の手段を工夫することで、事業費を削減できないか

補助金など、交付先に働きかけて市の負担を削減できないか

成果が向上する余地（可能性）はあるか

事務事業の内容が一部の受益者に偏っていないか

また、受益者負担の公平性が確保されているか

有効性

効
率
性

公平性

R6（予算）R5（決算）R4（決算）

③

②

①

⑥

⑤

④

⑦

単位

単位

事業期間

根拠法令

条例等

霧島市補助金等の種類及び補助率に関す
る要綱

１．基本情報

所属 子育て支援課

2711 － 保育所等におけるＩＣＴ化推進事業

3．やさしさ（誰もが支えあいながら生き生きと暮らせるまちづくり）

2．安心して子どもを産み育てられる環境の充実

2．多様なニーズに応じた子育て環境の充実

①子育て世帯の様々な保育ニーズに応えるため、保育所等と連携し、一時預かり、延長
 保育、病児・病後児保育、医療的ケア児保育など保育サービスの充実に努めます。

②放課後児童クラブや各地区の子育て支援センター等と連携し、地域全体で子育てを支
援する環境づくりを推進します。

①②子育て支援を必要とする子育て世帯  ①②必要な保育サービスが受けられる
①②地域で子育て支援が受けられる

対象（誰・何を） 意図（どうしたいか）

01 一般会計

03 民生費

02 児童福祉費

05 こども育成支援費

会計

款

項

目

予

算

科

目

関連計画

→
維持

→
維持
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特になし

R5（実績）

R6（目標）R5（目標）R4（実績） R5（実績）

財
源
内
訳

事業費(千円) 7508,1780

一般財源

その他

地方債

県支出金

国庫支出金

2502,2280

000

000

000

5005,9500

ＩＣＴ化導入希望の11施設について、園児の登園及び降園の管理に関する機能、保護者との連絡
に関する機能・保育に関する計画・記録に関する機能を導入し、保育業務の効率化が図られ、保
育士の勤務負担が軽減し、保育環境の質の向上につながった。

事務事業名

政策名

施策名

基本事業名

基本事業の

内容

(総合計画より)

基本事業の

対象・意図


